
1 令和6年12月25日（水曜日） （増刊　85）東　京　都　公　報
日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

▷

目

次

85

条
　
　
　
例

○
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
）…	

二

○
旅
券
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…（
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
）…	

二

○
都
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
東
京
都
教
育
委
員
会
）…	

三

○
東
京
都
児
童
相
談
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
福
祉
局
）…	

三

○
東
京
都
保
健
医
療
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…（
保
健
医
療
局
）…	

三

○
東
京
都
が
設
置
す
る
水
道
の
布
設
工
事
監
督
者
に
関
す
る
資
格
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
水
道
局
）…	

四

○
東
京
都
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
下
水
道
局
）…	

五

条
例
の
あ
ら
ま
し

◉
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
七
〇
号
）

一　

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
二
六
号
）
の
施
行
に
よ
る
雇

用
保
険
法
（
昭
和
四
九
年
法
律
第
一
一
六
号
）
及
び
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
八
年

法
律
第
一
八
二
号
）
の
改
正
等
を
踏
ま
え
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二　

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
旅
券
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
七
一
号
）

一　

旅
券
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
二
二
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、

一
般
旅
券
の
発
給
の
申
請
に
係
る
手
数
料
の
額
を
改
定
し
ま
す
。

　

（
例
）
一
般
旅
券
の
発
給
の
申
請
に
係
る
手
数
料

　
　
　

㈠　

書
面
に
よ
る
申
請
の
場
合

　
　
　
　

二
、
〇
〇
〇
円　

→　

二
、
三
〇
〇
円

　
　
　

㈡　

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
の
場
合

　
　
　
　

二
、
〇
〇
〇
円　

→　

一
、
九
〇
〇
円

二　

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
三
月
二
四
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉�

都
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
七
二
号
）

一　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
六
年
東
京
都
条
例
第
七
五
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
補

償
基
礎
額
を
改
定
し
ま
す
。

二　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
児
童
相
談
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
七
三
号
）

一　

児
童
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
二
四
七
号
）
の
施
行
に

伴
い
、
文
京
区
が
行
う
こ
と
と
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二　

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
保
健
医
療
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
七
四
号
）

一　

大
麻
取
締
法
及
び
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律

第
八
四
号
）
の
施
行
に
よ
る
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
三
年
法
律
第
一

二
四
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
ほ
か
、
手
数
料
の
額
を
改
定
し
ま
す
。

　

（
例
）
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
申
請
手
数
料　

八
、
一
〇
〇
円
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項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
に
係
る
就
業
促
進
手
当
に
つ
い
て
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
手
当
を

支
給
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
日
数
に
相
当
す
る
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
る
。

付
則
第
二
十
九
条
中
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
十
三
条
第
八
項
（
第
四
号
に
係

る
部
分
に
限
り
、
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
退
職
職
員

（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
に
規
定
す
る
職
員
の
う
ち
退
職
し
た
も
の
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
施
行
日
以
後
に
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
退
職
職

員
で
あ
っ
て
施
行
日
前
に
職
業
に
就
い
た
も
の
に
対
す
る
就
業
促
進
手
当
に
相
当
す
る
退
職
手
当
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

旅
券
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
二
十
五
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
七
十
一
号

旅
券
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

旅
券
法
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
一
の
項
中
「
二
千
円
」
を
「
二
千
三
百
円
」
に
、
「
四
千
円
）
」
を
「
四
千
三
百
円
）
。
た
だ

し
、
電
子
情
報
処
理
組
織
（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四

年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
）
を
使
用
す
る

方
法
に
よ
り
当
該
処
分
の
申
請
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
千
九
百
円
（
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
千
九
百
円
）
と
す
る
。
」
に
改
め
る
。

附　

則

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。 

条
　
　
　
例

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
二
十
五
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
七
十
号

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
八
項
第
四
号
中
「
職
業
」
を
「
安
定
し
た
職
業
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
次
の

各
号
に
掲
げ
る
退
職
手
当
ご
と
に
、
当
該
各
号
に
定
め
る
」
を
「
雇
用
保
険
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一

　
　
　
　
　

→　

第
一
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
申
請
手
数
料　

二
三
、
七
〇
〇
円

二　

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
三
月
一
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉�

東
京
都
が
設
置
す
る
水
道
の
布
設
工
事
監
督
者
に
関
す
る
資
格
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
条
例
第
一
七
五
号
）

一　

生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
一
〇
二
号
）
の

施
行
に
よ
る
水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
二
年
政
令
第
三
三
六
号
）
の
改
正
等
に
伴
い
、
布
設
工

事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
に
係
る
規
定
を
改
め
ま
す
。

二　

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
七
六
号
）

一　

情
報
通
信
技
術
の
進
展
を
踏
ま
え
た
そ
の
効
果
的
な
活
用
の
た
め
の
規
制
の
見
直
し
に
伴
い
、

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の
事
業
所
ご
と
の
専
任
義
務
に
係
る
規
定
を
改
め
ま
す
。

二　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。
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２　

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
旅
券
法
関
係
手
数
料
条
例
別
表
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日

以
後
に
さ
れ
る
旅
券
に
関
す
る
申
請
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
さ
れ
た
旅
券
に

関
す
る
申
請
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

都
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
二
十
五
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
七
十
二
号

都
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

都
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三

十
七
年
東
京
都
条
例
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
七
、
四
九
四
円
」
を
「
八
、
五
二
九
円
」
に
、
「
九
、
〇
九
〇
円
」
を
「
九
、
九
〇
九

円
」
に
、
「
一
一
、
七
〇
三
円
」
を
「
一
二
、
三
五
一
円
」
に
、
「
一
三
、
一
五
二
円
」
を
「
一
三
、

五
七
五
円
」
に
、
「
一
五
、
五
七
三
円
」
を
「
一
五
、
八
三
七
円
」
に
、
「
一
六
、
六
〇
二
円
」
を

「
一
六
、
八
六
六
円
」
に
、
「
六
、
四
五
九
円
」
を
「
七
、
一
六
四
円
」
に
、
「
七
、
四
二
二
円
」
を

「
七
、
九
三
二
円
」
に
、
「
九
、
〇
八
一
円
」
を
「
九
、
四
三
八
円
」
に
、
「
一
〇
、
五
三
九
円
」
を

「
一
〇
、
七
〇
一
円
」
に
、
「
一
一
、
五
〇
五
円
」
を
「
一
一
、
六
一
〇
円
」
に
、
「
一
一
、
八
六
五

円
」
を
「
一
一
、
九
七
〇
円
」
に
改
め
る
。

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
都
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害

補
償
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
別
表
の
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
（
以

下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
公
務
災
害
補
償
並
び
に
適
用
日
前

に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
年
金
及
び
遺
族
補
償
年
金
で
適
用
日
以

後
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
適
用
日
前
に
支
給
す
べ

き
事
由
が
生
じ
た
そ
の
他
の
公
務
災
害
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３　

適
用
日
か
ら
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い

て
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
都
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災

害
補
償
に
関
す
る
条
例
別
表
の
規
定
に
基
づ
く
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
年
金
及
び
遺
族
補
償
年

金
（
適
用
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
係
る
分
に
限
る
。
）
並
び
に
同
表
の
規
定
に
基
づ
く

休
業
補
償
、
障
害
補
償
一
時
金
、
遺
族
補
償
一
時
金
及
び
葬
祭
補
償
（
適
用
日
か
ら
施
行
日
の
前
日

ま
で
の
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
も
の
に
限
る
。
）
と
し
て
支
払
わ
れ
た
金
額
は
、
こ
れ
ら

に
相
当
す
る
新
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
公
務
災
害
補
償
の
内
払
と
み
な
す
。

東
京
都
児
童
相
談
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
二
十
五
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
七
十
三
号

東
京
都
児
童
相
談
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
児
童
相
談
所
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
東
京
都
条
例
第
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
新
宿
区　

文
京
区
」
を
「
新
宿
区
」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
保
健
医
療
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
二
十
五
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
七
十
四
号

東
京
都
保
健
医
療
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
保
健
医
療
局
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
八
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
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よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
二
十
一
の
項
イ
中
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
の
」
を
「
第
一
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
の
」
に
、

「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
申
請
手
数
料
」
を
「
第
一
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
申
請
手
数
料
」
に
、

「
八
千
百
円
」
を
「
二
万
三
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
項
ロ
中
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
名
簿
」
を
「
第

一
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
名
簿
」
に
、
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
登
録
変
更
手
数
料
」
を
「
第
一
種
大
麻

草
採
取
栽
培
者
登
録
変
更
手
数
料
」
に
改
め
、
同
項
ハ
中
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
の
」
を
「
第
一
種
大

麻
草
採
取
栽
培
者
の
」
に
、
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
証
再
交
付
手
数
料
」
を
「
第
一
種
大
麻
草
採

取
栽
培
者
免
許
証
再
交
付
手
数
料
」
に
改
め
る
。

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
、
大
麻
取
締
法
及
び
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
八
十
四
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ

り
改
正
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三

年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
免
許
の
申
請
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い

て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
保
健
医
療
局
関
係
手
数

料
条
例
別
表
二
十
一
の
項
イ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
手
数
料
を
徴
収
す
る
。

３　

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
保
健
医
療
局
関
係
手
数
料
条
例
別
表
二
十
一
の
項
の
規
定
は
、

改
正
法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
大
麻
草
採
取
栽
培
者
に

つ
い
て
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

東
京
都
が
設
置
す
る
水
道
の
布
設
工
事
監
督
者
に
関
す
る
資
格
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
二
十
五
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
七
十
五
号

東
京
都
が
設
置
す
る
水
道
の
布
設
工
事
監
督
者
に
関
す
る
資
格
等
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
が
設
置
す
る
水
道
の
布
設
工
事
監
督
者
に
関
す
る
資
格
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年

東
京
都
条
例
第
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
中
「
の
土
木
工
学
科
」
を
「
に
お
い
て
土
木
工
学
科
」
に
改
め
、
「
に
お
い
て
衛
生

工
学
又
は
水
道
工
学
に
関
す
る
学
科
目
」
を
削
り
、
「
二
年
以
上
水
道
」
を
「
三
年
以
上
水
道
、
工
業

用
水
道
、
下
水
道
、
道
路
又
は
河
川
（
以
下
「
水
道
等
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
「
こ
と
」
の
下
に

「
（
一
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」

を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
の
土
木
工
学
科
又
は
こ
れ
」
を
「
に
お
い
て
機
械
工
学
科
若
し
く
は
電
気

工
学
科
又
は
こ
れ
ら
」
に
改
め
、
「
に
お
い
て
衛
生
工
学
及
び
水
道
工
学
に
関
す
る
学
科
目
以
外
の
学

科
目
」
を
削
り
、
「
三
年
以
上
水
道
」
を
「
四
年
以
上
水
道
等
」
に
改
め
、
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
二

年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同

条
第
三
号
中
「
修
了
し
た
後
」
の
下
に
「
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
加
え
、
「
水
道
」
を
「
水
道

等
」
に
改
め
、
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
二
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経

験
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
八
号
中
「
水
道
」
を
「
水
道
等
」
に
改
め
、
「
こ

と
」
の
下
に
「
（
五
年
以
上
水
道
の
工
事
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
場
合

に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
に
合
格
し
た
者
」
を
削
り
、

「
も
の
」
を
「
場
合
」
に
、
「
で
あ
っ
て
」
を
「
に
合
格
し
、
か
つ
」
に
、
「
水
道
に
」
を
「
水
道
等

に
」
に
改
め
、
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を

有
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十　

建
設
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
土
木
施
工
管
理
に
係
る
一
級
の
技
術
検
定
に
合
格
し
、
か
つ
、
三
年
以
上
水
道

等
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
こ
と
（
一
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る

技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
）
。

第
四
条
第
六
号
中
「
若
し
く
は
第
二
号
に
規
定
す
る
課
程
及
び
学
科
目
又
は
第
三
号
若
し
く
は
第
四

号
」
を
「
か
ら
第
六
号
ま
で
」
に
改
め
、
「
又
は
学
科
目
」
を
削
り
、
「
水
道
」
を
「
水
道
等
」
に
改

め
、
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る
年
数
の
二
分
の
一
以
上
水
道
に
関
す
る

技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
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同
条
第
五
号
中
「
一
年
以
上
、
」
を
「
二
年
以
上
、
」
に
、
「
二
年
以
上
水
道
」
を
「
三
年
以
上
水
道

等
」
に
改
め
、
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
大
学
を
卒
業
し
た
者
に
あ
っ
て
は
一
年

以
上
、
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
大
学
を
卒
業
し
た
者
に
あ
っ
て
は
一
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術

上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同

条
第
四
号
中
「
水
道
」
を
「
水
道
等
」
に
改
め
、
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
三
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す

る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六　

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
に
お
い
て
機
械
科
若
し
く
は
電
気
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る

課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
、
八
年
以
上
水
道
等
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を

有
す
る
こ
と
（
四
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
場
合
に
限

る
。
）
。

第
四
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四　

短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
機
械
科
若
し
く
は
電
気
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る

課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
、
六
年
以
上
水
道
等
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を

有
す
る
こ
と
（
三
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
場
合
に
限

る
。
）
。

第
五
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一　

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
に
お
い
て
土
木
工
学
科

若
し
く
は
土
木
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
（
専
門
職
大
学
前
期
課

程
に
あ
っ
て
は
、
修
了
し
た
後
）
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
に
つ
い
て
は
三
年
以
上
、
短
期
大
学
又

は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
専
門
職
大
学
前
期
課
程
に
あ
っ
て
は
、
修
了
し
た
者
）
に
つ

い
て
は
五
年
以
上
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
に
つ
い
て
は
七
年
以
上
水
道

に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

第
五
条
第
二
号
中
「
土
木
工
学
以
外
の
」
を
削
り
、
「
に
関
す
る
学
科
目
」
を
「
の
課
程
」
に
、

「
相
当
す
る
学
科
目
」
を
「
相
当
す
る
課
程
（
土
木
工
学
科
及
び
土
木
科
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る

課
程
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
に
関
す
る
学
科
目
」
を
「
の
課
程
」
に
、
「
学
科
目

以
外
の
学
科
目
」
を
「
課
程
以
外
の
課
程
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
二
号
又
は
前
号
」
を
「
前

各
号
」
に
、
「
学
科
目
」
を
「
課
程
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七　

技
術
士
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
第
二
次
試
験
の
う
ち
上
下
水
道
部
門
（
選
択
科
目
と

し
て
上
水
道
及
び
工
業
用
水
道
を
選
択
し
た
場
合
に
限
る
。
）
に
合
格
し
、
か
つ
、
一
年
以
上
水

道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

八　

建
設
業
法
施
行
令
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
土
木
施
工
管
理
に
係
る
一

級
の
技
術
検
定
に
合
格
し
、
か
つ
、
三
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験

を
有
す
る
こ
と
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
二
十
五
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
七
十
六
号

東
京
都
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
下
水
道
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
東
京
都
条
例
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

七
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中
「
専
任
の
」
を
削
り
、
「
置
く
」
を
「
選
任
す
る
」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



6令和6年12月25日（水曜日）（増刊　85） 東　京　都　公　報

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

円

一
箇
月

円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所
電
話

〇
三（
五
二
七
六
）〇
八
一
一（
代
）
郵便番号
１０１―００５１

三

鈴

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
丁
目
三
十
二
番
地
一

三
〇

六
、
六
〇
〇


